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　スポーツ場面における指導者のフィードバック行動については Coaching Feedback Questionnaire




































導者の無視においては，学年と性による有意な主効果が確認された（学年 , F（2,1051）= 34.86, 
4.25,  p  < .001, .05; 性 , F（1, 1051）= 4.19, 11.49,  p < .05, .001）．親和的信頼感に関しては，
学年に対する多重比較（Bonferroni 法）の結果，３年生のほうが１年生および２年生よりも有意
に高かった（ p  < .001, .001）．また性差については，女子のほうが男子よりも有意に高かった．
指導者の無視に関しては，学年に対する多重比較（Bonferroni 法）の結果，１年生および２年生
のほうが３年生よりも有意に高かった（ p  < .05, .05）．また性差については，男子のほうが女子
よりも有意に高かった．また生徒の内発的動機づけにおいては，学年による有意な主効果が確
認され（F （2, 1051）= 5.74,  p  < .01），多重比較（Bonferroni 法）の結果，３年生のほうが１













レギュラーの生徒よりも有意に高かった（ F（2,925）= 14.78,  p <.001）．また非レギュラーの
生徒の場合，女子のほうが男子よりも有意に高かった（ F（1,925）= 13.21,   p  <.001）．
　交互作用が確認されなかった下位尺度得点に関しては，それぞれ主効果の確認を行った．指導
者の無視に対して，競技水準（部内）と性による有意な主効果が確認された（競技水準（部内）, 





















23.20,  p  <.001）．また地区大会および都県大会水準の部活動では，女子のほうが男子よりも有
意に高かった（ F（1,966）= 15.17,6.08,  p  <.001,.05）．生徒の内発的動機づけに関しては，女
子の場合，地区大会および都県大会水準の部活動のほうが全国大会水準の部活動よりも有意に高
かった（ F （2,966）= 4.96,  p  <.01）．また全国大会水準の部活動では，男子のほうが女子より
も有意に高かった（ F（1,966）= 8.54,  p  <.01）．
　交互作用が確認されなかった下位尺度得点に関しては，それぞれ主効果の確認を行った．指
導者の叱責に対して，競技水準（部間）による有意な主効果が確認され（ F（1,966）= 6.77,  p  
<.001），多重比較（Bonferroni 法）を行った結果，都県大会および全国大会水準の部活動のほ
うが地区大会水準の部活動よりも有意に高かった（ p  <.05,.001）．また指導者の称賛励ましと無







結果，指導者に対する親和的信頼感と指導者の叱責において交互作用が確認された（ F （1, 1067）
= 14.25, 8.76,  p  < .001, .01）．そこで単純主効果の検定を行ったところ，親和的信頼感に関して





21.77,  p  < .001）．また個人競技では，女子のほうが男子よりも有意に高かった（ F （1,966）= 
24.75,  p  <.001）．指導者の叱責に関しては，女子の場合，集団競技の生徒のほうが個人競技の
生徒よりも有意に高かった（ F （1,1067）= 30.02,  p  <.001）．また個人競技では，男子のほう
が女子よりも有意に高かった（ F （1,1067）= 5.25,  p  <.01）．
　交互作用が確認されなかった下位尺度得点に関しては，それぞれ主効果の確認を行った．指導
者の無視に対して，競技種目と性による有意な主効果が確認され，集団競技の生徒のほうが個
人競技の生徒よりも有意に高く（ F（1,1067）= 8.33,  p  <.01），また男子のほうが女子よりも有
意に高かった（ F（1,1067）= 12.08,  p  <.001）．指導者の称賛励ましと生徒の内発的動機づけに
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